
【学校教育目標】たくましい子，思いやりのある子，よく学ぶ子の育成 
   

たくましい子（体） 思いやりのある子（徳） よく学ぶ子（知） 
【重点目標】   
一人一人が運動に親しみ，健康でたくましい心と体をつくろうと
する児童の育成   
【取組】 
（１）望ましい生活習慣の育成 
・健康診断結果やアンケート調査を基に，学校と家庭が連携し
て行う健康教育の実施 
・丁寧な歯の磨き方や目の健康を保つ生活習慣の徹底 
・喫煙，飲酒，薬物乱用防止に関する指導と家庭との情報共有の実施 
（２）健康・体力の向上 
・ミニハードルやラダートレーニングを取り入れたサーキットトレ
ーニングの実施 
・デジタルを効果的に活用した学習活動を通した体力の向上 
（３）危険予測能力の育成 
・交通安全教室，避難訓練等を通した自らの命を守り抜くため
の判断力や実践力の育成 
（４）家庭・地域との連携・協力 
・保護者やボランティアによる交通安全指導や不審者対策の実施 
・食に対する関心を高める「お弁当の日」の実施 
・地域学校園共通の「きらきらウィーク・朝食を食べよう週間」に
よる食・歯磨き習慣の養成 

【重点目標】 
他者を思いやり，お互いのよさを認め合い助け合う，心豊かで
健やかな児童の育成 
【取組】 
⑴自己のよさを伸ばし，認められる場の工夫 
・学習等における振り返りを通した自己のよさの気づき，自己
肯定感の育成 
・一人一人の児童理解に基づく児童に寄り添ったきめ細やかな
学級経営の推進 
・いじめゼロ強調月間の実施（いじめゼロ集会，アンケート等） 
・Ｑ-Ｕ調査を活用した学級経営 
・ハートタイム（教育相談）による教師と児童の信頼関係の構築 
・欠席児童に係る情報共有と組織的な初期対応の実施，１人１
台端末の活用促進 
・配慮児童の共通理解と外部機関等と連携した個に対応した
組織的対応の実施 
⑵心豊かで健やかな児童の育成 
・情報機器の正しい使い方やマナーの指導と家庭への啓発 
・道徳科を核とした思いやりの心の育成と心のたくましさの涵養 
・児童主体のあいさつ運動，小中合同あいさつ運動の実施 
・地域学校園共通のきまりに基づいた指導 

【重点目標】 
生き生きと活動し，学びの楽しさを実感できる児童の育成 
～基礎基本を踏まえて「わかる」「できる」を味わわせる算数科の授業作りを通して～ 
【取組】 
⑴学力調査の分析に基づく課題設定と共通実践 
・授業改善の推進（宇都宮モデルの指導の充実） 
・特別支援教育の視点を取り入れた課題提示や学習展開の工夫 
・教科等横断的視点に立った資質・能力の育成（SDGs，人権教育等） 
・郷土学習の充実（宇都宮学）（荒井退造） 
・きよぺんかくかく（書く）キャンペーンの実施 
⑵情報資料を活用した学習の工夫改善 
・図書や資料等の教材，１人１台端末の効果的な活用 
・読書活動の推進 
・ＩＣＴ活用能力や国際理解力の育成 
⑶授業研究の工夫 
・「育てたい力」を見据えた授業研究の実践（通年） 
・教材分析，効果的な発問の研究 
⑷家庭学習の習慣化と家庭への啓発 
・６学年を見通した家庭学習の方針と「清原っ子家庭学習の約束」の活用 
⑸地域の教育力を活かした教育活動の推進 
・「宮っ子『夢』教室」の実施（６学年 ２月） 

 
特色ある学校づくりの推進 

地域とのふれあい 人とのふれあい 本とのふれあい 
〇勤労生産的行事（田植え，稲刈り，農園活動，学校地域クリーン活動等） 
〇地域素材の教材化（水辺の楽校，高田沼公園，道徳科地域
教材「荒井退造」等） 
〇地域人材・「街の先生」の活用 
（学習ボランティア，教材作成ボランティア，キャリア教育「宮っこ『夢』教室」等） 
〇地域と連携した各種行事（清南まつり，感謝の会 等） 

〇縦割り班活動の推進（清掃，給食，集会活動，共遊等） 
〇企業等との連携（各種出前講座の活用・環境，福祉，珠算等） 
〇あいさつ運動（児童会，中学校，地域） 
〇家庭との連携（親子奉仕活動，親学講座） 

〇朝の読書の推進（読み聞かせ・ブックトーク） 
〇読書環境の整備（学級文庫の充実，図書室の活用） 
〇各種推進活動の充実（チャレンジ読書，読書週間） 
〇教科学習の充実（興味・関心の追究，辞書の活用） 
〇自主学習・調べ学習・家読の推進（ファミリー読書） 

  
小中一貫教育・地域学校園構想 ＰＴＡ・清南小地域協議会・地域諸団体 
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学校 HP でも子供たちの日々の様子を紹介しています。 http://www.ueis.ed.jp/school/kiyohara-s/ 


